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|
1. ネットワーク構成図
※ 画像をクリックすると、大きく表示されます。
|
2. システムの前提条件 2 つの拠点がそれぞれ、PPPoE 方式を利用するブロードバンド回線接続を提供するサービスにて、Cisco ISR サービス統合型ルータを使用し、インターネットに接続します。
|
4. 必要なハードウェア/ソフトウェア要件 Cisco ISR サービス統合型ルータ シリーズは全てオンボードにて 2FE(もしくは 2GE)を具備します。Cisco ISR シリーズにて本構成が実現可能なハードウェア/ソフトウェアの組み合わせは下記になります。
|
5. サンプルコンフィグレーション 1. 1812J-A hostname 1812J-A |
2. 1812J-B hostname 1812J-B
|
6. キーとなるコマンドの解説 ----------------------------
|
7. 設定に際しての注意点 PPPoE 使用時の MTU サイズは、通常時よりも小さくなります。(フレッツでは、1454 バイトを推奨)また本設定例では L2TPv3 オーバヘット(24byte)ならび IPSec Tunnel モードのオーバヘッド(36byte+trailer)も考慮し、MTU サイズ値をそれに合わせて調整することが必要となる点に注意してください。 L2TPv3 の dot1q モードを使用する際にはサブインターフェースにて xconnect の設定をして下さい。またその際には 802.1q タグ(4byte)も考慮する事を注意してください。 PPPoE インターフェース上での ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 Dialer1 と指定した際にはファーストスイッチとなります。PPPoE にてより高速な CEF スイッチを実現する為にはサービスプロバイダーの BAS アドレスが PPP ネゴシエーション時にルータにインストールされている必要があります。インストールされている様であれば、dialer インターフェースにて ppp ipcp route default を設定し、再度 PPPoE セッション確立してください。PPP ネゴシエーション終了時に BAS アドレスを nexthop としたデフォルトルートが作成されます。 以前 IOS では PPPoE クライアントにおいて、下記のコマンドが必要でしたが、現在の IOS では必要がありません。またこのコマンドを設定する事により PPPoE サーバの機能が有効になり、WAN 側の同一セグメントにおいて、PPPoE クライアントが存在する際には、broadcast で送られる PADI に対し、PADO を返してしまいます。設定は行わないで下さい。 1812J や 871の様な SW 内蔵のプラットホームまたは HWIC-4ESW/HWIC-9DESW などのスイッチモジュールの SVI では L2TPv3 をサポートしていません。 全ての Cisco ISR サービス統合型ルータでは、HW 暗号化アクセラレータがオンボードにて提供されています。1841/2800/3800 にてより高速でスケーラビリティのある拡張暗号化モジュールが必要の際には下記モジュールをご購入下さい。
実際に導入し、運用される際には障害解析などの観点により下記の様なコマンドも追加する事を推奨いたします。
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